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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
Ｎ物理行及びＭ物理列を有するビデオ画像表示に適したマトリクス・スクリーンをアドレ
スする装置であり、前記Ｎ物理行及びＭ物理列の構成画素が輝度ビデオ信号をそれぞれ受
ける複数の副画素Ｒ，Ｇ，Ｂを組み合わせることにより得られる、装置であって：
副画素Ｒ，Ｇ，Ｂの個数に対応する個数のメモリを有し、先にデジタル化された輝度ビデ
オ信号を表すデジタルデータをデマルチプレクス段を介して受け、該輝度ビデオ信号をマ
ルチプレクス段へと送出するメモリ段であり、前記マルチプレクス段が当該メモリ段に先
に格納されたデジタルデータから副画素の所与の組み合わせにより受信すべき輝度ビデオ
信号に対応するデジタルデータを選択するよう構成されている、メモリ段；
前記メモリ段メモリへの前記デジタルデータの書き込みを制御する書き込み制御手段；
前記メモリ段メモリからの前記データの読み出しを制御する読み出し制御手段；
を有し、
前記書き込み制御手段及び読み出し制御手段が、書き込み及び読み出し相を同期させる第
１手段に接続され、
前記メモリ段の前記メモリの各々が、２つの異なる領域、すなわち，所与の書き込み相の
間に所与のビデオ行の副画素Ｒ，Ｇ，Ｂに関するデジタルデータが書き込まれる第１の領
域と、前記書き込み相の間に，前回の書き込み相の間に書き込まれたビデオ行の副画素Ｒ
，Ｇ，Ｂに関するデジタルデータが読み出される第２の領域とを含む；
ことを特徴とする装置。
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【請求項２】
Ｎ物理行及びＭ物理列を有するビデオ画像表示に適したマトリクス・スクリーンをアドレ
スする装置であり、前記Ｎ物理行及びＭ物理列の構成画素が輝度ビデオ信号をそれぞれ受
ける複数の副画素Ｒ，Ｇ，Ｂを組み合わせることにより得られる、装置であって：
副画素Ｒ，Ｇ，Ｂの個数に対応する多数のメモリを有し、先にデジタル化された輝度ビデ
オ信号を表すデジタルデータをデマルチプレクス段を介して受け、該輝度ビデオ信号をマ
ルチプレクス段へと送出するメモリ段であり、前記マルチプレクス段が当該メモリ段に先
に格納されたデジタルデータから副画素の所与の組み合わせにより受信すべき輝度ビデオ
信号に対応するデジタルデータを選択するよう構成されている、メモリ段；
を有し、
前記メモリ段は、２つの並列なブランチ、すなわち，第１ブランチ及び第２ブランチを含
み、
前記第１ブランチにおいて、偶数ビデオ行を構成する物理行の１つに位置された副画素Ｒ
，Ｇ，Ｂに関するビデオデータをそれぞれ収容するよう意図された第１セル、第２セル及
び第３セル（２０６）を有する第１ユニットが配置され、
前記第２ブランチにおいて、奇数ビデオ行を構成する物理行の１つに位置された副画素Ｒ
，Ｇ，Ｂに関するビデオデータをそれぞれ収容するよう意図された第４セル、第５セル及
び第６セル（２０６）を有する第１ユニットが配置され、
当該装置はさらに同期手段を含み、
該同期手段は前記デマルチプレクス段に接続され、
前記同期手段は、奇数ビデオ列に位置された副画素Ｒ，Ｇ，Ｂに関するビデオデータの、
前記第１セル、前記第２セル及び前記第３セルへのそれぞれの書き込みを制御する周波数
Ｆの第１周期的信号ＯＷと、偶数ビデオ列に位置された副画素Ｒ，Ｇ，Ｂに関するビデオ
データの、前記第４セル、前記第５セル及び前記第６セルへのそれぞれの書き込みを制御
する周波数Ｆの第２周期的信号ＥＷとを、前記デマルチプレクス段へ送出し、
前記同期手段はさらに、前記マルチプレクス段に接続され、
前記同期手段は、前記マルチプレクス段により選択されたビデオ行の副画素に関するビデ
オデータの読み出しを制御する周波数２＊Ｆの第３周期的信号ＲＤを前記マルチプレクス
段へ送出する、
ことを特徴とする装置。
【請求項３】
前記デマルチプレクス段は、
一方では、奇数ビデオ行に属する副画素Ｒ，Ｇ，Ｂに関するデータを前記第１ユニットに
切り替えて、書き込み相の間に、これらのデータをそれぞれ前記第１セル、前記第２セル
及び前記第３セルに書き込み、
他方では、偶数ビデオ行に属する副画素Ｒ，Ｇ，Ｂに関するデータを前記第２ユニットに
切り替えて、前記書き込み相の間に、これらのデータをそれぞれ前記第４セル、前記第５
セル及び前記第６セルに書き込む、
ことを特徴とする請求項２記載の装置。
【発明の詳細な説明】
本発明は，ＬＣＤ又はプラズマ型マトリクス・スクリーンをアドレッシングする装置に関
する。
かかるスクリーンの表示面は一般に，原色Ｒ，Ｇ，Ｂの何れか１つを表し，Ｎ個の水平行
とＭ個の垂直列の交差網を通してアドレッシングされる複数の副画素Ｐ（ｉ，ｊ）を有し
ている。各副画素は，アドレッシング相（ラインタイム）の間，隣接する列へ接続するス
イッチを介して，サンプルされたビデオ信号を受け取る。
かかるスクリーンの空間解像度は，表示可能画素を生成するのに用いられるアドレッシン
グ可能な副画素の数及び組み合わせモードに依存する。表示可能画素の連続シーケンスは
，表示されるべき画像のビデオ行及び列を構成する。
図１は，Ｌモードと称される公知の副画素の組み合わせモードを表す。このモードは，直
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交スクリーンをアドレッシングし，同じ行に位置する３つの副画素Ｒ，Ｇ，Ｂを組み合わ
せることにより表示可能画素を生成するのに用いられる。この場合，水平解像度ＨｒはＭ
／３に等しく，値がＮである垂直解像度に比して小さい。これは，Ｌ組み合わせモードを
用いる４８０行×６４０列のＶＧＡスクリーンの設計が６４０×３＝１９２０に等しい列
数Ｍ及び４８０に等しい行数を必要とするからである。また，画像のフォーマットを尊重
するため，この組み合わせモードは大きな数の副画素を必要とする。
このため，スクリーンのコストが相当に上昇する。
更に，マトリクス・スクリーンが連続モードでしかアドレッシングできない場合，図１に
示す組み合わせモードはスクリーンをインターレース化画像源に適合させるためのアルゴ
リズムを必要とする。
図２及び図３は，デルタ型スクリーンをアドレッシングするのに用いられ，デルタモード
と称される第２の公知の副画素組み合わせモードの第１及び第２の変形をそれぞれ示す。
Ｌモードと同様に，表示可能画素は，同じ水平列上に位置する３つの副画素Ｒ，Ｇ，Ｂを
組み合わせることにより得られる。しかしながら，図２に示すデルタモードの第１の変形
において，２つの連続行は互いに副画素の半分だけ水平にオフセットしている。一方，図
３に示す第２の変形では，２つの連続行は，互いに１．５副画素分だけ水平にオフセット
している。その結果，第１の場合には，表示可能画素の幅は，副画素の幅の３．５倍に等
しく，一方，第２の場合には，表示可能画素の幅は，副画素の幅の４．５倍に等しい。第
１の場合，水平解像度は垂直解像度に対して３．５倍の割合で低下し，一方，第２の場合
，水平解像度は，垂直解像度に対して４．５倍の割合で低下する。
本発明の目的は，垂直解像度を過度に劣化させることなく水平解像度を向上させることが
可能なマトリクススクリーンのアドレッシング装置を提供することである。
本発明に係る装置は，メモリ段７０及び１９８を有し，該メモリ段７０及び１９８は，デ
マルチプレクス段２２０を介して，先に格納された輝度ビデオ信号を表すデジタルデータ
の複数のシーケンスを受け，前記輝度ビデオ信号を，該メモリ段７０及び１９８に先に格
納されたデジタルデータの複数のシーケンスから副画素の所与の組み合わせに対応するデ
ジタルデータシーケンスを選択するよう構成されたマルチプレクス段２３０へ送出する。
従って，本発明に係る装置は，用いられるスクリーンタイプにかかわらず，垂直解像度と
水平解像度との間のより良好な妥協を得ることができるような副画素の組み合わせの選択
を可能とする。
本発明の他の特徴及び利点は，添付の図面を参照して非限定的な例としてなされる以下の
説明により明らかとなる。
図１は，従来技術で用いられる，直交型マトリクススクリーンの副画素Ｒ，Ｇ，Ｂを組み
合わせる第１のモードを部分的に示す。
図２及び図３は，図１の副画素組み合わせモードのデルタ型スクリーンへの適用を示す。
図４は，本発明に係るアドレッシング装置により生成されるマトリクススクリーンの副画
素Ｒ，Ｇ，Ｂの第１の組み合わせモードの直交型スクリーンへの適用を部分的に示す。
図５は，図４に示す副画素Ｒ，Ｇ，Ｂの組み合わせモードの第１の変形例を部分的に示す
。
図６は，図４に示す副画素Ｒ，Ｇ，Ｂの組み合わせモードの第２の変形例を部分的に示す
。
図７ａ及び図７ｂは，デルタ型マトリクス・スクリーンに適用された図４に示す副画素Ｒ
，Ｇ，Ｂの組み合わせモードの第３及び第４の変形例を部分的に示す。
図８は，本発明に係るアドレッシング装置により実現され直交型マトリクス・スクリーン
に適用された副画素Ｒ，Ｇ，Ｂの組み合わせの第２のモードを部分的に示す。
図９は，デルタ型マトリクス・スクリーンに適用された図４に示す副画素Ｒ，Ｇ，Ｂの組
み合わせモードの第５の変形例を部分的に示す。
図１０は，本発明に係るアドレッシング装置の第１実施例を部分的に示す。
図１１は，本発明に係るアドレッシング装置の第２実施例を部分的に示す。
図１２～図１４は，図１０のアドレッシング装置の動作を説明するための図である。
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図１５及び図１６は，図１１のアドレッシング装置の動作を説明するための図である。
図１０は，輝度ビデオ信号をそれぞれ受ける複数の副画素Ｒ，Ｇ，Ｂを表面に有するマト
リクス・スクリーンをアドレッシングする装置の構成を示す。これらの画素は，Ｎ個の物
理的な行とＭ個の物理的な列からなる網としてスクリーンの表面に分布されている。ＬＣ
Ｄスクリーンの場合，この網の交点には，ＴＦＴ（薄膜トランジスタ）等のスイッチが配
置される。これらのスイッチは，アドレッシング相において，アドレッシングされた画素
を物理的列に接続するのを可能とする。
本発明によれば，アドレッシング装置は，先に格納された輝度ビデオ信号をデマルチプレ
クス段２２０を介して受信し，この輝度ビデオ信号を，マルチプレクス段２３０へ送出す
るメモリ段７０及び１９８を有している。マルチプレクス段２３０は，メモリ段７０及び
１９８に先に格納されたデジタルデータの複数のシーケンスの中の副画素の所与の組み合
わせに対応するデジタルデータのシーケンスを選択するように設計されている。
本発明に係るアドレッシング装置の第１の実施例によれば，メモリ段７０は，副画素Ｒへ
送られた信号のサンプリングから得られたデジタルデータの格納に割り当てられた第１の
メモリ８０と，副画素Ｇへ送られた信号のサンプリングから得られたデジタルデータの格
納に割り当てられた第２のメモリ８２と，副画素Ｂへ送られた信号のサンプリングから得
られたデジタルデータの格納に割り当てられた第３のメモリ８４とを有している。本実施
例において，メモリ段７０は，一方では，デジタルデータのメモリ８０，８２，８４への
書き込みを制御する手段７２に接続され，他方では，上記データのメモリ８０，８２，８
４からの読み出しを制御する手段７４に接続されている。上記書き込み制御手段７２及び
読み出し制御手段７４は書き込み相と読み出し相とを同期させる第１の手段７６に接続さ
れている。
本実施例によれば，メモリ８０，８２，及び８４の各々は２つの異なる領域，すなわち，
所与の書き込み相の間に所与のビデオ行の副画素に関連するデジタルデータが書き込まれ
る第１の領域１０２と，上記書き込み相の間に，前回の書き込み相で書き込まれたビデオ
行の副画素Ｒ，Ｇ，及びＢに関するデジタルデータが読み出される第２の領域とを有して
いる。
本発明に係るアドレッシング装置の第２実施例によれば，メモリ段１９８は２つの並列な
アーム部，すなわち，偶数ビデオ列を構成する物理列の１つに配置された副画素Ｒ，Ｇ，
Ｂに関するビデオデータをそれぞれ収容するよう意図された少なくとも３つのＦＩＦＯセ
ル，すなわち，第１のセル２０２，第２のセル２０４，及び第３のセルを有するユニット
２００が配置された第１のアーム部と，奇数ビデオ行を構成する物理行の１つに配置され
た副画素Ｒ，Ｇ，Ｂに関連するビデオデータをそれぞれ収容するよう意図された少なくと
も３つのＦＩＦＯセル，すなわち，第４のセル２１２，第５のセル２１４，及び第６のセ
ル２１６を含むユニット２１０が配置された第２のアーム部とを有している。
本実施例において，デマルチプレクス段２２０は，一方では，奇数ビデオ列に属する副画
素Ｒ，Ｇ，Ｂに関するデータをユニット２００に切り替えることで，持続期間Ｄのビデオ
行の書き込み相の間，上記データをそれぞれ第１のセル２０２，第２のセル２０４，及び
第３のセル２０６へ書き込み，他方では，偶数ビデオ列に属する副画素Ｒ，Ｇ，Ｂに関す
るデータをユニット２１０へ切り替えることで，書き込み相の間，上記データをそれぞれ
第４のセル２１２，第５のセル２１４，及び第６のセル２１６へ書き込む。
この第２の実施例によれば，第２の同期手段２４０が，一方では，デマルチプレクサ段２
２０に接続され，奇数ビデオ列上にそれぞれ配置された副画素Ｒ，Ｇ，Ｂに関するビデオ
データの第１のセル２０２，第２のセル２０４，及び第３のセル２０６への書き込みを制
御する周波数Ｆの第１の周期信号ＯＷと，偶数ビデオ列にそれぞれ配置された副画素Ｒ，
Ｇ，Ｂに関するビデオデータの第４のセル２１２，第５のセル２１４，及び第６のセル２
１６への書き込みを制御する周波数Ｆの第２の周期信号ＥＷとを上記した段２２０へ送出
する。この第２の同期手段２４０は，他方では，マルチプレクス段２３０に接続され，マ
ルチプレクス段２３０により選択された偶数（又は奇数）ビデオ列の副画素に関するビデ
オデータの読み出しを制御する周波数２＊Ｆの第３の周期信号ＲＤを上記した段２３０へ
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送出する。
マルチプレクス段２３０は，持続期間Ｄの半分に相当する時から，セル２０２，２０４，
２０６．２１２，又は２１６の１つに先に格納された，表示されるべきビデオ行に属する
副画素を表すデータシーケンスを周波数１／Ｄで選択する。
図１２は，本発明に係る装置によるデルタ型スクリーンのアドレッシングを部分的に示す
。ビデオ列３５，３７，及び６４の連続する画素ＰＸｋ（ｋ＝１，２，３，等）は，それ
らの空間位置に応じて添え字ｋで表されている。各画素は３つの副画素Ｒｋ，Ｇｋ，Ｂｋ
を組み合わせることにより構成されている。信号ＳＩＧ１，ＳＩＧ２，ＳＩＧ３は，同じ
ビデオ列上に配置された副画素Ｒｋ，Ｇｋ，Ｂｋにそれぞれ送られる輝度信号のサンプル
を表す。従って，物理行Ｌｉの副画素は，サンプルＲ１，Ｒ３，Ｒ５，・・・，Ｇ１，Ｇ
３，Ｇ５，・・・，及びＢ２，Ｂ４，Ｂ６，・・・をそれぞれ含む３つのシーケンスＳＩ
Ｇ１，ＳＩＧ２，ＳＩＧ３をそれぞれ受ける。一方，物理行Ｌｉ＋１の副画素は，サンプ
ルＲ２，Ｒ４，Ｒ６，・・・，Ｇ２，Ｇ４，Ｇ６，・・・，及びＢ３，Ｂ５，Ｂ７をそれ
ぞれ含む３つのシーケンスＳＩＧ１，ＳＩＧ２，ＳＩＧ３をそれぞれ受ける。
図１４は，ビデオ行ＬＶの副画素Ｒ，Ｇ，Ｂに関するデータの書き込みが行われると共に
前行ＬＶ－１の副画素Ｒ，Ｇ，Ｂに関するデータの読み出しが行われる相，及び，ビデオ
行ＬＶ＋１の副画素Ｒ，Ｇ，Ｂに関するデータの書き込みが行われると共に，前の相で書
き込まれたビデオ行の副画素Ｒ，Ｇ，Ｂに関するデータの読み出しが行われる次の相を示
す。
上述の如く，前記ビデオ行ＬＶの書き込み，及び，前記ビデオ行ＬＶ－１の読み出しは同
時に行われ，第１の同期手段７６により同期される。第１の同期手段７６は，図４に示す
信号Ｗ／Ｒを書き込み制御手段７２及び読み出し制御手段７４へ送り，副画素Ｒ，Ｇ，Ｂ
に関するビデオデータを前方向に書き込むことを可能とすると共に，相関的に上記データ
をスクリーン上の副画素Ｒ，Ｇ，Ｂの各々の空間位置で読み出すことを可能とする。
行ＬＶに対する書き込み相は線ＲＳＴＷ，ＷＡＢ，及びＷ／Ｒにより表され，行ＬＶ－１
に対する読み出し相は線ＲＳＴＲ，ＲＶＡＢ，ＲＢＲＤＡ，ＢＤＡ，及びＢＲＤＡにより
表されている。
線ＲＳＴＷは，書き込み相を初期化する信号を表し，線ＷＡＢは，サンプルＲｋ，Ｇｋ，
Ｂｋを表すデジタルデータが順次格納されることになるメモリ８０，８２，８４の連続ア
ドレスを表す。線ＷＤＡは，データバス８６，８９，９０によりそれぞれ搬送された上記
デジタルデータを表す。線Ｗ／Ｒは，第１の同期手段７６により送られた，連続する書き
込み及び読み出し相を同期させる信号を表す。線ＲＳＴＲは，読み出し相を初期化する信
号を表す。線ＲＶＡＢは，サンプルＲｋ，Ｇｋを表す信号が既に格納されたメモリ８０，
８２，８４の連続アドレスを表す。線ＲＶＲＤＡは，データバス９４，９６上にそれぞれ
読み出されたデータＲｋ，Ｇｋを表す。線ＢＡＢは，サンプルＢｋを表すデジタルデータ
が既に格納されたメモリ８０，８２，８４の連続アドレスを表し，線ＢＲＤＡはバス９２
上に読み出されたデータＢｋを表す。
線ＷＤＡ上に示されたデータＲｋ，Ｇｋ，Ｂｋは前向きに書き込まれ，先に書き込まれた
データＲＶＲＤＡ及びＢＲＤＡはスクリーン表面上のそれぞれの位置で相関的に読み出さ
れる。
図１５は，セル２０２及びセル２１０を部分的に示す。また，図１６は，ビデオ行ＬＶの
副画素Ｒ，Ｇ，Ｂに関するデータの書き込みが行われると共に，セル２０２及び２１０に
先に書き込まれた前記ビデオ行ＬＶの副画素Ｒ，Ｇ，Ｂに関するデータの読み出しが行わ
れる相，及び，ビデオ行ＬＶ＋１の副画素Ｒ，Ｇ，Ｂに関するデータの書き込みが行われ
ると共に，セル２０２及び２１０に先に書き込まれた前記ビデオ行ＬＶ＋１の副画素Ｒ，
Ｇ，Ｂに関するデータの読み出しが行われる相を示す。上記書き込み及び読み出し相の同
期は，第２の同期手段２４０が，奇数ビデオ列上に配置された副画素Ｒ，Ｇ，Ｂに関連す
るビデオ信号のセル２０２，２０４，２０６への書き込みを制御する周波数Ｆの第１の周
期信号ＯＷと，偶数ビデオ列上に配置された副画素Ｒ，Ｇ，Ｂに関するビデオデータのセ
ル２１２，２１４，２１６への書き込みを制御する周波数Ｆの第２の周期信号ＥＷとをデ
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マルチプレクス段２２０へ供給すると共に，マルチプレクス段２３０により選択された偶
数（又は奇数）ビデオ列の副画素に関するデータの読み出しを制御する周波数２＊Ｆの第
３の周期信号をマルチプレクス段２３０へ供給することにより行われる。
図１６において，線ＩＥは書き込み相を初期化する信号を表し，線ＯＷは，奇数ビデオ列
上に配置された副画素Ｒ，Ｇ，Ｂに関するビデオデータの書き込みを制御する信号を表し
，線ＥＷは，偶数ビデオ列上に配置された副画素Ｒ，Ｇ，Ｂに関するビデオデータの書き
込みを制御する信号を表し，線ＷＤＡはセル２０２及び２１０へ書き込まれるべきデジタ
ルデータを表し，線ＩＬは読み出し相を初期化する信号を表し，線ＲＤＡは読み出された
データを表し，線ＯＥＥは，奇数ビデオ列上に配置された副画素Ｒ，Ｇ，Ｂに関するデー
タを選択する信号を表し，線ＥＯＥは，偶数ビデオ列上に配置された副画素Ｒ，Ｇ，Ｂに
関するデータを選択する信号を表す。線ＯＷ上に見られるように，奇数ビデオ列上に配置
された副画素Ｒ，Ｇ，Ｂに関するビデオデータのセル２０２への書き込みは，信号ＯＷの
各立ち上がりエッジに同期している。同様に，偶数ビデオ列上に配置された副画素Ｒ，Ｇ
，Ｂに関連するビデオデータのセル２１０への書き込みは信号ＥＷの各立ち上がりエッジ
に同期している。信号ＲＤは，信号ＯＷ及びＥＷの２倍の周波数でのデジタルデータの読
み出しを許可する。従って，奇数ビデオ列上に配置された副画素Ｒ，Ｇ，Ｂに関するデー
タ及び偶数ビデオ列上に配置された副画素Ｒ，Ｇ，Ｂに関する副画素Ｒ，Ｇ，Ｂに関する
データの読み出しの全持続時間とのビデオ列の周波数での同期のため，上記読み出し相は
，セル２０２及び２１２が半分埋まったときに開始される。このため，図１６の例では，
奇数データは，本例ではセル２０２の半分に位置する３２１番目のデータ項目の書き込み
に一致する時点から，信号ＯＥＥが論理ハイレベルを有する場合に信号ＲＤの各立ち上が
りエッジで読み出される。同時に，偶数データは，３２１番目のデータ項目のセル２１２
への書き込みに一致する時点で，信号ＥＯＥが論理ハイレベルを有する場合に信号ＲＤの
各立ち上がりエッジで読み出される。
図４～図９は，２つの物理行Ｌｉ及びＬｉ＋１を用いて表示されるべき画像のビデオ行が
構成される副画素の組み合わせを示す。上記画像は，奇数ビデオ行２１，２３，２５，２
７，２９，３１，３３，３５，３７，３９，４１，４３，４５，４７，及び４９を備える
奇数ラスタ９，１１，１３，１５，１７，１９，２０，及び，偶数ビデオ行５４，５６，
５８，６０，６２，６４，６５，６６，６７，６８を備える偶数ラスタ４０，４２，４４
，４６，４８，５０，５２に分解されており，これらの偶数ラスタ及び奇数ラスタが互い
に１物理行だけオフセットされることで，奇数ビデオ行を偶数ビデオ行とインターレース
することが可能となっている。
図４～図８からわかるように，偶数ビデオ行５４，５６，５８，６４，６５，６７を構成
するのに用いられる物理行Ｌｉは，それぞれ，奇数ビデオ行２１，２５，２９，３５，３
９，及び４３を構成するのにも用いられている。これにより，上記偶数ビデオ行及び奇数
ビデオ行のインターレースが生成される。
図４～図７ｂ及び図９に示す本発明に係るアドレッシング装置の第１の適用例によれば，
マルチプレクス段２２０は，物理量Ｌｉ（それぞれＬｉ＋１）上に配置された２つの隣接
する副画素，及び，物理行Ｌｉ（それぞれＬｉ＋１）上に配置された副画素に関するデジ
タル信号のシーケンスを選択し，次に，行Ｌｉ（それぞれＬｉ＋１）上に配置された副画
素，及び行Ｌｉ＋１上に配置された２つの副画素に関するデジタル信号のシーケンスを選
択して，表示されるべき画像のビデオ行の画素をアドレッシングする。
図８に示す本発明に係るアドレッシング装置の第２の適用例によれば，マルチプレクス段
２２０は，物理行Ｌｉ上に配置された第１の副画素に関連するデジタル信号のシーケンス
，及び，第１の副画素に隣接して物理行Ｌｉ＋１上に配置された第２の副画素に関するデ
ジタル信号のシーケンスを選択することにより，ビデオ行４３及び４５（それぞれ６７）
の画素をアドレッシングする。
この組み合わせモードは，上記した従来技術の組み合わせモードに対して水平解像度が３
倍になる一方，色エイリアングとして知られるスペクトル低下により彩色が生ずる点で，
特に，良好な測色法は要求しないが詳細部の良好な適合性を要求する用途に適している。
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組み合わせられた副画素へ送られたビデオ信号のサンプリングは，同時に，又は，空間モ
ードで，すなわち，副画素のスクリーン表面上でのそれぞれの位置に対応した異なる時点
で行われる。
従って，マトリクス・スクリーンの物理行及び列上の副画素の相対位置をｉ，ｊとすると
，１からＭまで周期的に変化するｊ，及び，奇数ラスタ１９上に配置された２つの所与の
物理行Ｌｉ及びＬｉ＋１に対して，アドレッシングの第１の例では，
－原色Ｒ及びＧをそれぞれ表し，奇数ビデオ行４３及び４５の第１の表示可能画素を構成
する副画素ｐ（ｉ，ｊ）及びｐ（ｉ，ｊ＋１）に送られたビデオ信号がサンプリングされ
，次に，原色Ｇ及びＢをそれぞれ表し，上記奇数ビデオ行４３及び４５の第２の表示可能
画素を構成する副画素ｐ（ｉ，ｊ＋１）及びｐ（ｉ＋１，ｊ＋１）に送られたビデオ信号
がサンプリングされる。また，偶数ラスタ５０上に配置された２つの所与の物理行Ｌｉ及
びＬｉ＋１に対して，
－原色Ｇ及びＲをそれぞれ表し，偶数ビデオ行６７の第１の表示可能画素を構成する副画
素ｐ（ｉ，ｊ）及びｐ（ｉ＋１，ｊ）に送られたビデオ信号がサンプリングされ，次に，
原色Ｂ及びＧをそれぞれ表し，上記偶数ビデオ行６７の第２の表示可能画素を構成する副
画素ｐ（ｉ，ｊ＋１）及びｐ（ｉ＋１，ｊ＋１）に送られた信号がサンプリングされる。
直行型スクリーンに適用された図４に示すアドレッシングの第２の例において，１からＭ
まで３刻みで周期的に変化するｊ，及び，奇数ラスタ９上に配置された所与の２つの物理
行Ｌｉ及びＬｉ＋１に対して，
－原色Ｒ，Ｇ，Ｂをそれぞれ表し，奇数ビデオ行２１，２３の第１の表示可能画素を構成
する副画素ｐ（ｉ，ｊ），ｐ（ｉ，ｊ＋１），及びｐ（ｉ＋１，ｊ）に送られたビデオ信
号がサンプリングされ，次に，原色Ｂ，Ｒ，Ｇをそれぞれ表し，上記奇数ビデオ行２１，
２３の次の画素を構成する副画素ｐ（ｉ，ｊ＋２），ｐ（ｉ＋１，ｊ＋１），及びｐ（ｉ
＋１，ｊ＋２）に送られたビデオ信号がサンプリングされる。また，偶数ラスタ４０上に
配置された所与の物理行Ｌｉ，Ｌｉ＋１に対して，
－原色Ｂ，Ｒ，Ｇをそれぞれ表し，偶数ビデオ列５４の第１の表示可能画素を構成する副
画素ｐ（ｉ，ｊ），ｐ（ｉ＋１，ｊ），ｐ（ｉ＋１，ｊ＋１）に送られるビデオ信号がサ
ンプリングされ，次に，原色Ｒ，Ｇ，Ｂをそれぞれ表し，上記偶数ビデオ列５４の次の画
素を構成する副画素ｐ（ｉ，ｊ＋１），ｐ（ｉ，ｊ＋２），ｐ（ｉ＋１，ｊ＋２）に送ら
れたビデオ信号がサンプリングされる。
直交型スクリーンに適用された図５に示すアドレッシングの第３の例において，１からＭ
まで３刻みで変化するｊ，及び，奇数ラスタ１１上に配置された２つの所与の物理行Ｌｉ
，Ｌｉ＋１に対して，
－原色Ｇ，Ｂ，Ｒをそれぞれ表し，奇数ビデオ列２５及び２７の第１の表示可能画素を構
成する副画素ｐ（ｉ，ｊ＋１），ｐ（ｉ＋１，ｊ），ｐ（ｉ＋１，ｊ＋１）に送られたビ
デオ信号がサンプリングされ，次に，原色Ｂ，Ｒ，Ｇをそれぞれ表し，上記奇数ビデオ行
２５，２７の次の画素を構成する副画素ｐ（ｉ，ｊ＋２），ｐ（ｉ，ｊ＋３），及びｐ（
ｉ＋１，ｊ＋２）に送られたビデオ信号がサンプリングされる。また，偶数ラスタ４２上
に配置された２つの所与の物理行Ｌｉ及びＬｉ＋１に対して，
－原色Ｂ，Ｒ，Ｇをそれぞれ表し，偶数ビデオ行５６の第１の表示可能画素を構成する副
画素ｐ（ｉ，ｊ），ｐ（ｉ＋１，ｊ），ｐ（ｉ＋１，ｊ＋１）に送られたビデオ信号がサ
ンプリングされ，次に，原色Ｇ，Ｂ，Ｒをそれぞれ表し，上記偶数ビデオ行５６の次の画
素を構成する副画素ｐ（ｉ，ｊ＋２），ｐ（ｉ＋１，ｊ＋２），ｐ（ｉ＋１，ｊ＋３）に
送られたビデオ信号がサンプリングされる。
直交型スクリーンに適用された図６に示すアドレッシングの第５の例において，１からＭ
まで３刻みで周期的に変化するｊ，及び，奇数ラスタ１３上に配置された６つの所与の物
理行Ｌｉ，Ｌｉ＋１，Ｌｉ＋２，Ｌｉ＋３，Ｌｉ＋４，Ｌｉ＋５に対して，
－原色Ｒ，Ｇ，Ｂをそれぞれ表し，奇数ビデオ行２９の第１の表示可能画素を構成する副
画素ｐ（ｉ，ｊ），ｐ（ｉ＋１，ｊ），及びｐ（ｉ＋１，ｊ＋１）に送られたビデオ信号
がサンプリングされ，次に，原色Ｇ，Ｂ，Ｒをそれぞれ表し，上記奇数ビデオ行２９の第
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２の画素を構成する副画素ｐ（ｉ，ｊ＋１），ｐ（ｉ，ｊ＋２），ｐ（ｉ＋１，ｊ＋２）
に送られたビデオ信号がサンプリングされ，次に，原色Ｂ，Ｒ，Ｇをそれぞれ表し，次の
奇数ビデオ行３１の第１の画素を構成する副画素ｐ（ｉ，ｊ），ｐ（ｉ＋１，ｊ），ｐ（
ｉ＋１，ｊ＋１）に送られたビデオ信号がサンプリングされ，次に，原色Ｒ，Ｇ，Ｂをそ
れぞれ表し，奇数ビデオ行３１の第２の表示可能画素を構成する副画素ｐ（ｉ，ｊ＋１）
，ｐ（ｉ，ｊ＋２），ｐ（ｉ＋１，ｊ＋２）に送られたビデオ信号がサンプリングされ，
次に，原色Ｇ，Ｂ，Ｒをそれぞれ表し，奇数ビデオ行３３の第１の画素を構成する副画素
ｐ（ｉ，ｊ），ｐ（ｉ＋１，ｊ），ｐ（ｉ＋１，ｊ＋１）に送られたビデオ信号がサンプ
リングされ，次に，原色Ｂ，Ｒ，Ｇをそれぞれ表し，上記奇数ビデオ行３３の第２の画素
を構成する副画素ｐ（ｉ，ｊ＋１），ｐ（ｉ，ｊ＋２），ｐ（ｉ＋１，ｊ＋２）に送られ
たビデオ信号がサンプリングされる。また，偶数ラスタ４４上に配置された所与の６つの
物理行Ｌｉ，Ｌｉ＋１，Ｌｉ＋２，Ｌｉ＋３，Ｌｉ＋４，Ｌｉ＋５に対して，
－原色Ｇ，Ｂ，Ｒをそれぞれ表し，偶数ビデオ行５８の第１の表示可能画素を構成する副
画素ｐ（ｉ，ｊ），ｐ（ｉ＋１，ｊ），ｐ（ｉ＋１，ｊ＋１）に送られたビデオ信号がサ
ンプリングされ，次に，原色Ｂ，Ｒ，Ｇをそれぞれ表し，上記偶数ビデオ行５８の第２の
画素を構成する副画素ｐ（ｉ，ｊ＋１），ｐ（ｉ，ｊ＋２），ｐ（ｉ＋１，ｊ＋２）に送
られたビデオ信号がサンプリングされ，次に，原色Ｒ，Ｇ，Ｂをそれぞれ表し，次の偶数
ビデオ行６０の第１の画素を構成する副画素ｐ（ｉ，ｊ），ｐ（ｉ＋１，ｊ），及びｐ（
ｉ＋１，ｊ＋１）に送られたビデオ信号がサンプリングされ，次に，原色Ｇ，Ｂ，Ｒをそ
れぞれ表し，偶数ビデオ行６０の第２の表示可能画素を構成する副画素ｐ（ｉ，ｊ＋１）
，ｐ（ｉ，ｊ＋２），ｐ（ｉ＋１，ｊ＋２）に送られた信号がサンプリングされ，次に，
原色Ｂ，Ｒ，Ｇをそれぞれ表し，偶数ビデオ行６２の第１の画素を構成する副画素ｐ（ｉ
，ｊ），ｐ（ｉ＋１，ｊ），ｐ（ｉ＋１，ｊ＋１）へ送られたビデオ信号がサンプリング
され，次に，原色Ｒ，Ｇ，Ｂをそれぞれ表し，上記偶数ビデオ行６２の第２の画素を構成
する副画素ｐ（ｉ，ｊ＋１），ｐ（ｉ，ｊ＋２），ｐ（ｉ＋１，ｊ＋２）に送られたビデ
オ信号がサンプリングされる。
物理行Ｌｉ＋１が物理行Ｌｉに対して副画素の半分だけ右へオフセットしたデルタ型スク
リーンに適用された図７ａに示すアドレッシングの第６の例において，１からＭまで３刻
みで周期的に変化するｊ，及び，奇数ラスタ１５上に配置された所与の２つの物理行Ｌｉ
及びＬｉ＋１に対して，
－原色Ｒ，Ｇ，Ｂをそれぞれ表し，奇数ビデオ行３５，３７の第１の表示可能画素を構成
する副画素ｐ（ｉ，ｊ），ｐ（ｉ，ｊ＋１），ｐ（ｉ＋１，ｊ）に送られたビデオ信号が
サンプリングされ，次に，原色Ｂ，Ｒ，Ｇをそれぞれ表し，上記奇数ビデオ行３５，３７
の次の画素を構成する副画素ｐ（ｉ，ｊ＋２），ｐ（ｉ＋１，ｊ＋１），ｐ（ｉ＋１，ｊ
＋２）に送られたビデオ信号がサンプリングされる。また，偶数ラスタ４６上に配置され
た所与の２つの物理行Ｌｉ，Ｌｉ＋１に対して，
－原色Ｂ，Ｒ，Ｇをそれぞれ表し，偶数ビデオ行６４の第１の表示可能画素を構成する副
画素ｐ（ｉ，ｊ），ｐ（ｉ＋１，ｊ），ｐ（ｉ＋１，ｊ＋１）に送られたビデオ信号がサ
ンプリングされ，次に，原色Ｒ，Ｇ，Ｂをそれぞれ表し，上記偶数ビデオ行６４の次の画
素を構成する副画素ｐ（ｉ，ｊ＋１），ｐ（ｉ，ｊ＋２），ｐ（ｉ＋１，ｊ＋２）に送ら
れたビデオ信号がサンプリングされる。
デルタ型スクリーンに適用された図７ｂに示すアドレッシングの第７の例では，１からＭ
まで３刻みで周期的に変化するｊ，及び，奇数ビデオラスタ１１上に配置された所与の２
つの物理行Ｌｉ及びＬｉ＋１に対して，
－原色Ｒ，Ｇ，Ｂをそれぞれ表し，奇数ビデオ行３９の第１の表示可能画素を構成する副
画素ｐ（ｉ，ｊ），ｐ（ｉ，ｊ＋１），ｐ（ｉ＋１，ｊ）に送られたビデオ信号がサンプ
リングされ，次に，原色Ｂ，Ｒ，Ｇをそれぞれ表し，上記奇数ビデオ行３９の第２の画素
を構成する副画素ｐ（ｉ，ｊ＋２），ｐ（ｉ＋１，ｊ＋１），ｐ（ｉ＋１，ｊ＋２）に送
られたビデオ信号がサンプリングされ，次に，原色Ｇ，Ｂ，Ｒをそれぞれ表し，奇数ビデ
オ行４１の第１の表示可能画素を構成する副画素ｐ（ｉ，ｊ＋１），ｐ（ｉ＋１，ｊ），



(9) JP 4105228 B2 2008.6.25

10

20

30

ｐ（ｉ＋１，ｊ＋１）に送られたビデオ信号がサンプリングされ，次に，原色Ｂ，Ｒ，Ｇ
をそれぞれ表し，奇数ビデオ行４１の第２の表示可能画素を構成する副画素ｐ（ｉ，ｊ＋
２），ｐ（ｉ，ｊ＋３），ｐ（ｉ＋２，ｊ＋２）に送られたビデオ信号がサンプリングさ
れる。また，偶数ビデオラスタ４４上に配置された所与の２つの物理行Ｌｉ，Ｌｉ＋１に
対して，
－原色Ｂ，Ｒ，Ｇをそれぞれ表し，偶数ビデオ行６５の最初の表示可能画素を構成する副
画素ｐ（ｉ，ｊ），ｐ（ｉ＋１，ｊ），ｐ（ｉ＋１，ｊ＋１）に送られたビデオ信号がサ
ンプリングされ，次に，原色Ｒ，Ｇ，Ｂをそれぞれ表し，偶数ビデオ行６５の第２の表示
可能画素を構成する副画素ｐ（ｉ，ｊ＋１），ｐ（ｉ，ｊ＋２），ｐ（ｉ＋１，ｊ＋２）
に送られたビデオ信号がサンプリングされ，次に，原色Ｂ，Ｒ，Ｇをそれぞれ表し，偶数
ビデオ行６６の第１の表示可能画素を構成する副画素ｐ（ｉ，ｊ），ｐ（ｉ，ｊ＋１），
ｐ（ｉ＋１，ｊ＋１）に送られたビデオ信号がサンプリングされ，次に，原色Ｇ，Ｂ，Ｒ
をそれぞれ表し，偶数ビデオ行６６の第２の表示可能画素を構成する副画素ｐ（ｉ，ｊ＋
２），ｐ（ｉ＋１，ｊ＋２），ｐ（ｉ＋１，ｊ＋３）に送られたビデオ信号がサンプリン
グされる。
デルタ型スクリーンに適用された図９に示すアドレッシングの第８の例では，１からＭま
で３刻みで周期的に変化するｊ，及び，奇数ビデオラスタ２０上に配置された所与の４つ
の物理行Ｌｉ，Ｌｉ＋１，Ｌｉ＋２，Ｌｉ＋３に対して，
－原色Ｒ，Ｇ，Ｂをそれぞれ表し，奇数ビデオ行４７の第１の表示可能画素を構成する副
画素ｐ（ｉ，ｊ），ｐ（ｉ，ｊ＋１），ｐ（ｉ＋１，ｊ）に送られたビデオ信号がサンプ
リングされ，次に，原色Ｒ，Ｇ，Ｂをそれぞれ表し，奇数ビデオ行４７に共通の第２の画
素を構成する副画素ｐ（ｉ＋１，ｊ＋１），ｐ（ｉ＋１，ｊ＋２），ｐ（ｉ＋２，ｊ＋２
）に送られたビデオ信号がサンプリングされ，次に，原色Ｒ，Ｇ，Ｂをそれぞれ表し，奇
数ビデオ行４９の第１の表示可能画素を構成する副画素ｐ（ｉ＋２，ｊ），ｐ（ｉ＋２，
ｊ＋１），及びｐ（ｉ＋３，ｊ）に送られたビデオ信号がサンプリングされ，次に，原色
Ｒ，Ｇ，Ｂをそれぞれ表し，奇数ビデオ行４９の第２の画素を構成する副画素ｐ（ｉ＋３
，ｊ＋１），ｐ（ｉ＋３，ｊ＋２），ｐ（ｉ＋４，ｊ＋２）に送られたビデオ信号がサン
プリングされる。また，偶数ビデオラスタ５２上に配置された３つの物理行Ｌｉ，Ｌｉ＋
１，Ｌｉ＋２に対して，
－原色Ｂ，Ｒ，Ｇをそれぞれ表し，偶数ビデオ行６８の第１の表示可能画素を構成する副
画素ｐ（ｉ，ｊ），ｐ（ｉ＋１，ｊ），ｐ（ｉ＋１，ｊ＋１）に送られたビデオ信号がサ
ンプリングされ，次に，原色Ｂ，Ｒ，Ｇをそれぞれ表し，偶数ビデオ行６８の第２の表示
可能画素を構成する副画素ｐ（ｉ＋１，ｊ＋２），ｐ（ｉ＋２，ｊ＋１），ｐ（ｉ＋２，
ｊ＋２）に送られたビデオ信号がサンプリングされる。
本発明に係る装置によって，アドレッシングされるスクリーンのタイプにかかわらず解像
度が改良される。特に，デルタ型スクリーンに対して，Ｍ＊２／３に等しい解像度，従っ
て，従来技術の装置によるこのスクリーンのアドレッシングモードによって得られる解像
度の２倍の解像度が得られ，鉛直解像度は厳密に鉛直な線に対してＮ／２であり，対角線
に対してＮである。
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